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冬
季
五
輪
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
、

お
隣
の
国
・
韓
国
の
平
昌
で
開
催
さ
れ
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
フ
リ
ー
で
、

羽
生
結
弦
選
手
が
こ
の
種
目
で
66

年
ぶ

り
の
２
連
覇
を
達
成
。

今
大
会
日
本
初
の
金
メ
ダ
ル
を
取
り
、

日
本
中
が
華
麗
な
る
舞
に
魅
了
さ
れ
た

日
の
翌
日
、
天
王
寺
消
防
署
に
於
い
て

大
阪
南
北
拠
点
の
有
志
19
名
の
参
加
で

講
習
会
が
始
ま
っ
た
。

昨
年
２
月
に

も
全
く
同
じ
講
習
会
が
行
わ
れ
た
が
、

多
く
の
方
々
が
再
度
参
加
し
た
。

又
同
じ
こ
と
？
と
思
っ
た
こ
と
が
大

き
な
間
違
い
で
あ
る
と
間
も
な
く
判
る

こ
と
と
な
る
。

天
王
寺
駅
か
ら
消
防
署
ま
で
歩
い
て

い
く
僅
か
な
時
間
の
中
で
、
２
度
サ
イ

レ
ン
の
音
を
聞
い
た
。

大
阪
市
内
で
、
年
間
救
急
車
の
出
動

回
数
が
約
２
２
０
万
回
。
そ
の
驚
く
べ

き
回
数
に
対
応
す
る
救
急
車
の
台
数
が
、

去
年
よ
り
３
台
増
加
の
総
数
63
台
で
対

応
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

私

な

ら

、

「
軽
い
気
持
で

呼
ば
な
い
で
」

と
怒
り
た
く
な

る
の
に
、
説
明

さ
れ
た
若
い
隊

員
の
方
は
、
救

命
が
必
要
な
時

は
呼
ん
で
下
さ

い
、
と
笑
顔
で

云
わ
れ
る
。

電
話
を
受
け

て
か
ら
、
患

者
宅
に
到
着

す
る
ま
で
平

均
５
～
６
分

の
早
さ
で
駆

け
つ
け
て
貰

え
る
の
で
あ

る
。
立
場
が

変
わ
れ
ば
有

難
い
隊
員
の

方
々
。
そ
し

て
サ
イ
レ
ン

の
音
で
あ
る
。

講
義
中
で
も
、
２
回
出
動
指
令
の
放

送
が
流
れ
た
。
講
堂
に
い
た
隊
員
は
即

座
に
走
っ
た
。

ビ
デ
オ
を
約
１
時
間
見
た
中
で
、
あ

な
た
そ
し
て
私
の
少
し
の
勇
気
と
知
識

が
、
一
人
の
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
出

来
る
の
だ
と
理
解
を
深
め
る
。

い
よ
い
よ
人
体
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て

の
模
擬
実
習
を
受
け
る
。
前
回
の
折
は
、

全
く
知
識
が
な
い
為
少
し
前
に
聞
い
た

こ
と
さ
え
忘
れ
、
人
体
の
前
で
固
ま
っ

て
動
け
な
い
始
末
。
情
け
な
い
姿
だ
っ

た
。今

回
は
違
う
、
多
少
な
り
と
も
。

周
り
の
人
達
の
助
言
を
受
け
つ
つ
も
、

呼
び
か
け
→
１
１
９
番
の
通
報
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
→
呼
吸
の
確
認
→
胸
骨
圧
迫

→
人
口
呼
吸
と
、
救
助
の
手
順
通
り
手

際
良
く
進
め
る
。

30
回
の
胸
骨
圧
迫
は
大
変
体
力
が
い

る
の
だ
と
、
改
め
て
知
る
。
し
か
し
そ

の
力
を
入
れ
る
一
押
し
一
押
し
が
、
患

者
の
命
を
こ
の
世
に
呼
び
戻
す
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
真
剣
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
く
。
音
声
の
指
示
通
り

心
肺
蘇
生
を
実
施
。
再
度
胸
骨
圧
迫
を

頑
張
る
。

今
回
の
勉
強
で
何
人
の
人
の
尊
い
命

を
助
け
た
で
あ
ろ
う
か
？
多
少
笑
い
の

こ
ぼ
れ
る
中
終
了
。

終
わ
っ
て
み
て
改
め
て
思
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
何
度
講
義
を
受
け
て
も
無
駄

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
一
回
毎
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
、
教
わ
る
こ
と
が
多
く

あ
る
か
ら
。
身
体
が
自
然
に
動
く
ま
で
。

終
了
後
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」

を
受
取
る
。
こ
の
修
了
証
が
、
役
に
た

つ
こ
と
が
無
い
こ
と
を
祈
る
が
、
も
し

も
と
い
う
場
面
に
遭
遇
し
た
場
合
は
恥

ず
か
し
が
ら
ず
、
出
来
る
こ
と
を
自
信

を
持
っ
て
救
急
車
が
来
る
ま
で
手
助
け

を
し
よ
う
。
折
角
勉
強
し
た
の
で
あ
る

か
ら
。

終
り
に
、
有
意
義
な
企
画
を
計
画
し

て
下
さ
っ
た
事
務
局
に
感
謝
し
ま
す
。

又
勉
強
会
が
あ
る
折
に
は
、
積
極
的

に
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

佐
藤

悦
子
（
大
正
区
）

日
常
生
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

（
第
３
回
）

「
緊
急
時
の
対
応
と
応
急
手
当
」
に

参
加
し
て

ナルク（ＮＡＬＣ）３月号付録

担当職員による講義

ＡＥＤを使っての模範実技

人工呼吸とＡＥＤ操作実習



今
年
は
新
春
の
歌
始
め
パ
ー
テ
ィ
を
、
2
月
16
日

（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
の
１
月
開
催
を
避
け
た
の
は
、
同
じ
コ
ー
ト

ダ
ジ
ュ
ー
ル
で
も
阿
部
野
橋
店
と
鶴
橋
店
と
で
は
料

金
や
そ
の
運
営
方
針
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
、
な
ら

少
し
で
も
安
い
方
へ
場
所
替
え
を
し
よ
う
、
と
検
討

中
の
過
渡
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
１
ヶ
月
ず
ら

し
ま
し
た
。

男
性
7
名
、
女
性
9
名
の
計
16
名
が
参
加
し
て
下

さ
っ
て
、
午
後
1
時
か
ら
6
時
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
歌

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
近
男
性
の
方
の
参
加
も
増
え
、
歌
う
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
を
見
て
こ
の
同
好
会
の
世

話
役
を
長
年
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
な
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
年
は
趣
を
変
え
て
、
何
時
も
の
オ
ー
ド
ブ
ル
形

式
で
は
な
く
、
お
弁
当
を
買
っ
て
き
て
の
食
事
会
で

始
ま
り
ま
し
た
。

1

時

か

ら

の

開

始

で

丁

度

お

腹

も

空

い

て

お

り

、

ま

る

で

花

見

の

宴

み

た

い

な

ひ

と

り

一

人

前

確

保

の

御

馳

走

で

、

ま

ず

は

腹

ご

し

ら

え

タ

イ

ム

か

ら

で

し

た
。中

盤

、

ほ

ろ

酔
い
気
分
に
な
っ

た

と

こ

ろ

で

、

Ｍ

さ

ん

の

歌

う

「

河

内

お

と

こ

節

」

で

は

民

踊

同

好

会

の

方

の

踊
り
の
輪
も
で
き
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
の
カ
ラ
オ

ケ
で
し
た
。

南
北
に
拠
点
は
分

か
れ
て
い
て
も
同
好

会
そ
の
も
の
は
一
緒

に
し
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
は
会
員
と
し
て

の
繋
が
り
的
に
み
て

大
変
よ
か
っ
た
な
、

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

会
場
が
阿
倍
野
橋

か
ら
鶴
橋
に
代
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
是
非
こ
の
新
し
い
会
場
で
の
カ
ラ
オ

ケ
に
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

今
崎

正
子
（
東
住
吉
区
）

２
月
の
会
報
配
布
時
、
『
重
要
』

の
表
示
を
入
れ
た
お
手
紙
（
ピ
ン

ク
紙
）
を
同
封
し
ま
し
た
が
、
未

だ
お
読
み
で
な
い
方
も
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
改
め
て
こ

こ
に
し
た
た
め
ま
し
た
。

万
や
む
を
得
ず
「
活
動
利
用
時

の
ご
寄
付
値
上
げ
」
に
つ
い
て
お

願
い
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

ナ
ル
ク
の
特
徴
で
あ
る
「
預
託

時
間
制
度
」
に
よ
り
「
預
託
時
間
点
数
」
を
お
持
ち

の
会
員
は
そ
れ
を
ご
使
用
頂
け
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
五
百
円
か
ら
千
円
程
度
ま
で
の
ご
寄
付
を

頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
構
造
的
な
問
題
と
し
て

①

新
入
会
員
数
の
極
端
な
減
少
と
、
逆
に
退
会
者

が
増
加
。

②

活
動
の
担
い
手
が
減
少
し
て
き
て
、
支
援
提
供

件
数
が
減
少
。

③

そ
の
た
め
利
用
ご
寄
付
が
減
少
し
か
つ
諸
物
価

値
上
げ
等
で
、
事
務
所
運
営
費
を
圧
迫
。

と
い
う
悪
循
環
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勿
論
経
費
節
減
に
は
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

事
務
所
賃
貸
料
、
通
信
費
、
光
熱
費
等
の
固
定
費
低

減
努
力
の
効
果
も
あ
る
程
度
ま
で
で
、
限
界
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
宜
し
く
ご
理
解
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ご
寄
付
額
】

1
時
間
あ
た
り

六
百
円
以
上
～

千
円
程
度

【
改
訂
時
期
】

４
月
１
日
の
利
用
時
か
ら

日
時
‥
４
月
上
旬

桜
の
見
頃
と
天
気
を
考
慮
し
て
直
前
に
実
施

日
を
決
め
、
事
前
申
込
者
へ
２
日
前
迄
に
連

絡
し
ま
す
。

行
先
‥
丹
波
の
篠
山
城
跡
と
周
辺
の
歴
史
散
策

集
合
‥
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅(

４
番
線
ホ
ー
ム
東
端)

９
時

電
車
‥
丹
波
路
快
速｢

篠
山
口
行｣

(

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線)

｢

大
阪｣

駅
９
時
21
分
発
→｢

篠
山
口｣

駅
10
時

28
分
着

バ
ス
‥｢

篠
山
口
駅｣

10
時
39
分
発
→｢

二
階
町｣

10
時

53
分
下
車

交
通
費
‥
大
阪
駅
か
ら
往
復

２
８
６
０
円

申
込
‥
３
月
28
日
（
水
）
ま
で
に

事
務
所
へ

持
参
‥
お
弁
当
、
飲
物
、
敷
物
等

参
加
費
‥
２
０
０
円

(

今
年
度
か
ら
所
属
拠

点
の
運
営
協
力
金
と
し

て
頂
き
ま
す
。)

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

～

利
用
時
の
ご
寄
付
値
上
げ
に
つ
い
て

～

新
春
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催

「
春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク
」
の
お
誘
い

踊ってます ♪

デュエットしています ♪

篠
山
城
の
桜



〜
春
い
ち
ば
ん
の
贈
り
物

香
り
漂
う
フ
キ
味
噌
は
重
宝
す
る
一
品
〜

「
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
ク
マ
さ
ん
が
、
い
ち
ば
ん

初
め
に
食
べ
る
つ
ぼ
み
」
と
い
う
フ
キ
ノ
ト
ウ
。
私

も
こ
の
小
さ
な
雪
間
の
草
に
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

【
分
類
】

キ
ク
科
・
多
年
草
（
フ
キ
）

【
分
布
】

本
州

四
国

九
州

【
生
育
場
所
】
日
当
り
の
よ
い
土
手
、
野
原

【
採
取
時
期
】
葉
は
一
年
中
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
２
月

〜
５
月

【
薬
効
】

解
毒
、
消
炎
、
鎮
咳
）

20
cm
に
も
伸
び
た
花
穂
た
ち
は
、
コ
ッ
プ
に
差
し

て
流
し
の
前
に
。

水
を
吸
っ
て
シ
ャ
ン
と
な
る
と
白
く
て
ほ
っ
そ
り

型
と
、
黄
味
が
か
っ
て
ガ
ッ
チ
リ
型
が
あ
る
の
に
気

づ
き
ま
し
た
。

本
に
「
フ
キ
は
雌

雄
異
株
」
と
書
か
れ

て
い
た
の
は
、
こ
の

花
の
違
い
か
も
と
ド

キ
ド
キ
し
ま
す
。

一
花
ず
つ
「
ち
ょ
っ

と
ご
め
ん
」
と
言
い

な
が
ら
ば
ら
し
て
み

る
と
、
五
十
本
余
り

の
マ
ッ
チ
棒
状
の
束

で
し
た
。
虫
メ
ガ
ネ

を
の
ぞ
い
て
は
図
鑑

で
確
か
め
ま
す
。
糸

状
の
し
べ
の
束
で
白

い
筆
先
み
た
い
な
雌

花
。
マ
ッ
チ
の
先
が

五
裂
し
て
黄
色
い
し
べ
が
の
ぞ
く
両
性
花
。

細
部

の
観
察
で
雌
雄
の
区
別
が
く
っ
き
り
。
何
だ
か
急
に

世
界
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
に
出
会
う
と
、
「
あ
ん

た
は
女
の
子
、
こ
っ
ち
は
男
の
子
」
っ
て
、
話
し
か

け
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

〜
摘
み
菜
料
理
一
例
〜

【
フ
キ
の
ト
ウ
の
練
り
味
噌
】

生
で
も
い
い
が
、
さ
っ
と
ゆ
が
く
と
苦
み
が
や
わ

ら
ぎ
ま
す
。
春
の
香
り
の
重
宝
な
添
え
味
噌
に
な
り

ま
す
。

①

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
外
の
土
や
黒
く
な
っ
た
枯
れ
葉

を
除
き
、
指
先
で
砂
を
こ
す
り
落
と
す
よ
う
に

水
中
で
洗
っ
て
四
つ
割
り
に
す
る
。

②

熱
湯
で
さ
っ
と
塩
ゆ
で
し
冷
水
に
と
る
。

③

②
を
細
か
く
刻
み
、
ゴ
マ
油
で
炒
め
、
粉
か
つ

お
、
赤
味
噌
、
み
り
ん
で
調
味
す
る
。

ひ
ら
や

け
い
こ
（
阿
倍
野
区
）

[

健
康
管
理]

近
年
腎
臓
病
（C

K
D

）
の
患
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

新
た
な
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
病
に
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
加
え
、
生
活
習
慣

な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
喫
煙
や
食
べ
過
ぎ
、
飲

み
過
ぎ
を
控
え
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

慢
性
腎
臓
病
の
発
病
お
よ
び
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

進
行
す
る
と
夜
間
尿
、
む
く
み
、
貧
血
、
け
ん
怠

感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
。

こ
れ
ら
の
症
状
を
自
覚
し
た
と
き
は
す
で
に
慢
性

腎
臓
病
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
て
い
る
だ
け
で
は
、
早
期

発
見
は
難
し
い
た
め
、
定
期
的
な
健
康
管
理
を
。

尿
や
血
液
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

[

食
生
活]

慢
性
肝
臓
病
の
予
防
や
悪
化
防
止
の
た
め
に
は
、

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
成
人
の
場
合
の
１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目

標
は
男
性
８
ｇ
未
満
、
女
性
７
ｇ
未
満
。
魚
介
類
、

海
藻
、
野
菜
な
ど
の
天
然
の
食
材
に
は
塩
分
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
調
理
に
塩
分
を
使
わ
な
く
て
も
必

要
量
は
摂
取
で
き
ま
す
。

日
本
人
は
塩
分
を
と
り
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
、
し
ょ

う
ゆ
や
ソ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な

ど
を
習
慣
的
に
使
っ
て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

塩
分
の
と
り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
焼
き
魚
に
レ
モ

ン
、
サ
ラ
ダ
に
ポ
ン
酢
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
工
夫

を
。ま

た
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
塩
分

を
排
出
す
る
食
品
を
と
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
物
資

を
取
り
除
く
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
鼻
う
が

い
。
鼻
に
真
水
が
入
る
と
シ
ー
ン
と
し
ま
す
が
、
防

ぐ
た
め
に
は
体
液
と
同
じ
塩
分
濃
度
で
あ
る
0.9

％
の

食
塩
水
を
使
っ
て
行
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

（
「
八
広
療
術
院
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

）

摘
み
菜
料
理

フ
キ
ノ
ト
ウ

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
⑭

慢
性
腎
臓
病

吉
川

弘
美(

東
住
吉
区)

・
白
梅
の
蕾
解
け
初
む
城
日
和

つ
ぼ
み

・
池
の
辺
の
日
差
明
る
し
猫
柳

・
梅
薫
る
夢
へ
努
力
の
日
々
讃
へ

俳

句

萩原洋子(平野区)



◆

新
わ
く
わ
く
町
中
散
策

～
堺
の
旧
市
街
地
を
歩
く
～

今
回
は
初
め
て
大
阪
市
を
離
れ
て
、
お
隣
の
堺

市
を
訪
れ
ま
す
。
旧
い
街
並
み
を
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
案
内
で
見
学
し
ま
す
。
（
行
程
は
約
1.5
㎞
）

・
日
時
‥
３
月
10
日
（
土
）

10
時
～

・
集
合
‥
南
海
本
線
「
七
道
駅
」
改
札
口

・
行
程
‥
町
家
歴
史
館
（
青
学
院
・
山
口
家
）
、

鉄
砲
鍛
冶
屋
敷
、
刃
物
鍛
錬
所
、

本
願
寺
堺
別
院

・
費
用
‥
千
円
（
昼
食
代
等
）

・
備
考
‥
入
館
料
３
０
０
円

（
65
歳
以
上
は

無
料
。
た
だ
し
、
年
齢
証
明
書
が
必
要
。
）

・
申
込
‥
参
加
希
望
者
は
３
月
７
日
（
水
）
ま
で

に
事
務
所
へ

◆

ふ
ら
っ
と
楽
し
む“

す
み
よ
し
”

地
域
の
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
一

同
に
結
集
。
親
子
三
世
代
で
遊
べ
て
、
学
べ
る
交

流
イ
ベ
ン
ト
。

ナ
ル
ク
大
阪
南
も
出
店
し
ま
す
。

・
日
時
‥
３
月
17
日
（
土
）
11
時
～
14
時

（
小
ホ
ー
ル
は
、
15
時
ま
で
演
目
あ
り
）

・
場
所
‥
住
吉
区
民
セ
ン
タ
ー
（
区
役
所
の
隣
り
）

◆

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

～
丹
波
篠
山
城
跡
と
周
辺
散
策
～

・
日
時
‥
４
月
上
旬

※
３
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
事
務
所
に
連
絡

頂
い
た
方
に
は
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
通
知

し
ま
す
。
（
詳
細
は
２
面
の
記
事
を
参
照
）

◆

「
群
青
」
（
日
本
絵
画
展
）

・
日
時
‥
４
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）

11
時
～
18
時
半

（
た
だ
し
、
最
終
日
は
17
時
ま
で
）

・
場
所
‥
「
ス
ペ
ー
ス
わ
な
か
」

（
大
阪
市
中
央
区
千
日
前
２
～
４
～
13
）

島
津
光
男
氏
（
東
住
吉
区
）
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

☆

介
護
予
防
及
び
脳
ト
レ
運
動

教
室

・
日
時
‥
３
月
22
日(

木)

14
時
～
15
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

・
内
容
‥
主
テ
ー
マ
「
筋
力
ア
ッ
プ
」

☆

健
康
麻
雀
初
級

教
室

・
日
時
‥
３
月
24
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

☆

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

・
日
時
‥
３
月
14
日(

水)

13
時
半
～
15
時
半

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

・
教
材
‥｢

和
布
で
作
る
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス｣

(

８
０
０
円：

要
申
込)

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
３
日(

土)

、
３
月
17
日(

土)

４
月
７
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

民
踊

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
６
日(

火)
、
３
月
20
日(

火
）

４
月
３
日(

火)
13
時
～
15
時

・
場
所
‥｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

４
階

□

カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
16
日(

金)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥｢

コ
ー
ト･

ダ
ジ
ュ
ー
ル
鶴
橋
店
」

□

手
編
み

同
好
会

３
月
は
お
休
み
で
す

□

俳
句

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
17
日(

土)

10
時
～
12
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
13
日
（
火
）

13
時
～
16
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

□

絵
手
紙

同
好
会

・
日
時
‥
３
月
19
日(

月)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
北
拠
点
事
務
所

南
拠
点
事
務
所

０
６
‐
６
７
１
０
‐
４
５
２
２

（
事
務
所
の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
10
時
～
16
時
で
、

土
曜
・
日
曜
・
祝(

休)

日
は
、
お
休
み
で
す
。)

催
事
等

ご
案
内

教
室
・
同
好
会

ご
案
内

◎ 時間預託活動

時 間 105 時間

提供者 23 人

◎ 奉仕活動

時 間 266 時間

提供者 22 人

◎ 会員数

入 会 0 世帯 0 人

退 会 2 世帯 2 人

◎ 月末会員数

192 世帯

246 人

1 月度 会員動向 毎
月
、
月
初
め
の
平
日
の
午
後
１
時
よ
り
会
報
発

送
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
し
て

頂
け
る
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
南
拠
点
の
会
報
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ナ
ル
ク
へ
の
思

い
、
利
用
や
活
動
、
趣
味
や
健
康
法
、
人
生
経
験
等
々
、

会
員
の
皆
様
に
参
考
と
な
る
こ
と
を
投
稿
し
て
頂
き

た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

事
務
局)

会
報
発
送
の
手
伝
い
と
寄
稿
の
お
願
い


